


∴∴∵十一∵∴∴∴∴∴事〇〇〇:ー∴∴iーゝ∴∵∴∴∴∴∴-一一m 
-∴∴:∴∴.調, 劔 

∴∴∴∴∴‖:千-早 劔看 

i 免ﾅ��hｫi�"�仭8��ｪB���

∵:∴∵∴∴∴∴∴∴.∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴+∴.∴｢.〒∴∴iFi一ヱ曇===ここ葛m∴ 

西成労働　福　祉　セ　ン　タ　ー

大阪判.'J新造改築し､事業所として､il i_- ,,'一一.=無ftrl貸与され,-Jものである_

所　　在　　地　　)､版画印IXLi東大il'.lln｣23軸心間Itl. J園あとi

敷　地　面　積　　　　　　　　　　　　　　　　　1.536.22毒i′46552珂

建　　　　　物

1　本　蹄　　鉄紡コンク)-ト2階建　　　　　　',I 45790''言(137.85坪

2.別　路　　鉄筋コ/ノクリート3階建　　　　　　廷　39588nLZ(119.96坪)

3. ,.信　助　　韓　珪　鉄片近年豪速　　　　　　　　25650,7LZ(7773坪,

4. I)劉耕肱所､ i囲　二,ノノ)-ド-,･iソノ道上家定　　4329m2( 13.12坪,
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民間　で　よ　り　効果的　に

大阪府は財団の後楯に
-昭和37位7月23日発起人会における

左藤義詮大阪辞知事のあいさつ-

本日ここに､財田法人西成労働福祉センター設立発起人会を開催されるにあたり､一言ご挨紗を

申上げます｡

昨年8月､西成区内におきまして誠に残念な事件が発生いたしました｡府におきましては､早速

原因究明と､二度とこのような71祥事を起さないための対策について､大阪市長とも度々協議研究

いたしました結果､あの事件の中核をなしたと思われる暴力､闇手配師の採除が喫緊のことである

との藩論に達したのでございます｡しかしながら彼ら暴力関手酌向こ属して､生計を維持する多数

の労働者がr1--任し､これをなおざりにするならば､再び第二の金ヶ崎事件を招来する危険も察知さ

れたのであります｡

本来､職業紹介業務は職業安定法にもとづいて､職業安定機関が取扱っておるのでございますが

二mまでから再々職業安定機関の利用を勧奨いたしましたに調うわらず､労働者の多くは職業安定

機関との蜜腿を軽度に敬遠する状態にございまして､たが勘こ職業の斡旋だけでなく､就,jiに関す

るもろもろの民生的施策をも併せて実施しなければ､十分な効果を収め得か､と考えられた次第で

ございます｡

木賦こおきましては､時LI-9月1日､とりあえず同地に労幽部西成tl室を設置いたしまして､求

人者の行なう合法的な直接募集の援助と当面必要な一連の労聯施策を講じることにいたしたのてご

ざいますが､先に申述べましたような同地の特殊性から､この問題の根本的な解決には行政機関が

直接手をさしのべるよりも､適当な民間聞仏にお願いいたし,t方が､より効果的であるとかねがね

考えておった次第でございます｡

幸い創出こおかれましては､財団法人西成労勘福祉センターの設立について､特別のご協力をお

願いいたしました処､公私英にご多用であるにもかかわらず､心よくご承引下さいまして誠に温ま

しく､感謝にたえない次第でございます｡この上はどうか法人がつつがなく設立され､同地域労働

者のこの上ないより処として､ご活躍されることを望んでやみません0

思うに釜ケ埼問題は極めてむつかしく､その根本的解決には幾多の囚雑があることと存じます｡

本桁といたしましでま､この法人の後橋として､できる限りのご援助を惜しま,'j:い所/i-でございま

すので.同地域の生活環境の改善と屈地域居住労働者の職業安定と福祉の増進に､各(.._(.の格別のご

尽力を賜わりますことをもより祈念いたしまして私のご挨拶といたします｡

昭和27年　7　月　23　日

大阪府知事　左　藤　義　詮

( 4 )

地域と雇用主のご協力を

日動薩の醐関係摘会的秩序を失い､その福祉状態も立ちおくれている場合､これを改善

する艦雛は､綜合的に期されな-ま､効果を高めること-来ません｡腿蹴労関係を

正規なルートにの世で安定を計り.定-を進めると輔に､就労以前の-､すなわち労務者

のさまざまな個別的ケースに対する-､医療､厚生等の相談に泊じ､その解決に助言と実質的

勘をおくらなければなり非人-れが単一な---紹介とその菜翻容を異にするところ

であって､ここに醐労働福祉センターが設立された特別の理由があ｡ます｡

センターの鵬は､あくまでも｢話し合い｣の場でありましょうo言うまで陸く､センター忠

公益法人ですから､貼的に-規に従って運営されますが､地域の労-態をよく究め､これを

で　改善､発展させるために､法的措置J･:けをも-てしては､およ楠ないもろもろの麟なり醒
気なかく着実に､これに加えて対人的にはあくまで描-く行うこと｡これがセンターの運営

蕗としてもっとも大切なことでありますが､これに-く本-こ関与される社会の皆さんに参

乱ていたかなければ､目的の達成-莱-でしょう｡先ず-主の協力と地舶民各位の暖

い理解と援助をお願いし､つき-拗音みずからの自覚と絶えざる努力にまたねはな｡彊ん〇こ

れを推進する業税制や義務-糊処置のみ-片-付けられるものでなく､あくまで紙主的話

し合いでまとめられ､協力しあって始めて成果を挙げること-来ます｡しかし民主鵬力を求め

るといっても､特殊批域としての-から実-容易でなく､センターの碑が困難梯余曲折

を経過するだろうことばよく理解されますが､それ-こここの仕羅-と効の胴婆があり

妙味もあって､社会が大きな期待を寄せるところでありますC

大綱まセンターの発足と運営に支障の-よう助成の責を負うてきましたが､私達関係行政者

の　はこれが設立の発想者の_人として､その成長に責任と関心を持-ものであります｡今後とも必要

な助言なり協力を惜しまないものであ｡ますoしかしセンターの限られた職員の力だけでは､その

困難な使命を完うすること-しく､上述したように-と地域と雇-各位その他轍の酪

●lI●　の､ヒューマニズムの視野に立った勘をお顕して止みません｡

センターの成立は我国では最初のテストケースであります｡社会が注視するのもさることながら

職員紺職務の社会腫要件をよく-したうえ､日雇の-福祉対策をじっくり勉強し､あせ

)　らず､胸をはり､自信をもって事務の処理に当ることを-し､重ねて社会細面の絶えざる御支

援を懇請して､私の挨汐といたしますC

昭和38年4　月1日

大阪府労働部長　寒　川　喜　一

( 5 )



設　立　の　主　旨

昭和36年8月1日大阪市西成区の-轟､不良環境地域に突発した事件を契機

として国ならびに関係行政機軸ま､同地域住民の労働､生活全般が他の一般

社会と大いに異るミ特殊性ミにあることを再確認して､これに対応する行政施

策を実施するにいたった｡

その複雑な特殊性を､生1､五の基露であ,3親日,.･分野より見るとき､ここで日々

くり返される就労関係が公,巨を失し､これにともなって起る労既着の布置と反

社会的意薄さ､行政機関と勘虹&存す,5ことを望まず､もしくは敬遠する状

態にあっ+.その社会鵬チ窮言経,･Ii･高宮,:aL,･＼さ､労録音の生活に不安定を来た

していた｡

大阪桔主逆接の労務者をIT頑な,),:酬二つ7,-宅､生活を安定させることが､環

第,を改三･､偉する基本建窯の丁イントてあり､し,かも､こうした窪み宮腰の

施策烹一元竹,諸政描邑lエ三十二言､ -i FiJ_こ実効,･主,}-,,I.十3-､民宮一体,i_-上って

す,5公盃,芸人/I--a-し識して､吊広く労臨龍,二まで延長することが良策であ7.こ

とを縮合としたのであるが､ ,), ,',-JiL.潤,靖,I.窺5,れるまでの暫定措置として､

とりあえ-,:-:lt件直後の9月1日,'Jiち那Ji轟軸藁分室を急設し､労働者の船積

助にあ,わせ､これにともなう職業､医療､生活の相談にも応じ､地域の労樹ど

その福祉行政を進め､世論の支持するところとなって来た｡

以上の経過を経て､西成労働分室の機能を更に発展させて､日雇労働者の就

労と労働福祉を一層充実せしめろため､地域における特殊性を把握しつつ､法

的行政紳二制約さ,t施策だ引二終らず､複雑な状況と時宜に即応､広範潰す

範と活動を可能とする組織体を鵡成して､適切な企画と巾広い事業を実施し､

もって社会の要請にこたえることになった｡

財団法人西成労嘲福祉センターはこの日的を達成するため､大阪府の発意と

助成､社会各方面の協力と援助によって設立されるものであ,t｡

ii　　､

諾.･･･_め_靖にも,iつ､一二､大阪事,+:そ｡･高慢,を,もち､需u371F5月l Litこ､大綱,=肯く鵜胸弐

実字,.-定訳)向に酬i十滴周Ji-設置して､公益法人の質し稔こ遣手し､ 7月23日､財曲芸大田原),'3橘

旧ニンフ-Jj設立案達人会を)､阪lf.i,'拙宅て開琵した｡

一一一一財団法人　西成労勘福祉センター-

一一-設立発起人会一一--~

日　時　　昭和37年7月23日　午后1時-3時

会　場　　天板高知言出1-.接室(大阪車乗区大手前之町)

発起人会に先立つ<,:I-_藤義詮人波府知下部こ

よる別項言5.敬(本:.i-. 4頁)の談fS'があった

設　立　発　起　人

出校三､松剛蹄､大林別人栗山利黒　猫膜一､ ,陣太鼓､馴英二､壌聞擬的､

掴掻実､ 1暗黒族､陶TL栄一､杯女難､ ･i駅垣ノ∴益ロコ_撃,善言松永姦通､柚Llリウ､寒川高一､

rTt_星道三良､蕊-,__ ),=一郎､松本=5-三郎

以上全員　20名　｡'し班を含む､

議長に芦川.秦三民を'.iLL頚で推挙し､譲jplこ入,S｡

議　　事

第1号議案　妬立法へ臍成･,･欄軸章二/グー設一芸こ勘ノ､設立主意書(秦) ･-,rT一議､ l｣亮生命

保険相?会社々長芦旺湊三氏より基本_.if',‡帥巨人の承認

第2号議案　　谷間行)/i r案ノ　の,字識

第37議案　財産目録､事業計面､収支予算の.I_1案･-).'.読

以上の案宿こついて､議長より承認を求め､全員異議,なく採択､議決した.

第4号議案　設立者《こついて､議長より発起人全員の細三方をまか･)､全員これを承諾｡設立

代表者に芦田泰三氏を選桂､また設立当初の役員及'}理事､監事rの選任について､一作を受け)と

議長は別記(9頁)の通り委嘱､全員就任を承諾した｡つづいC型串良に芦田泰三氏を選任､その

承諾を得､輩出野草長より咋楊現時こ理11松尾純瑛氏を委羅することをはかり､全員芝を承諾し

一､ i



名誉役員の推穀

議長は全役員の賛成を得て､本財団の名誉役員として別項(9頁)記載の各氏を推戴した｡

◇ -なお設立発起人会には､関係者として上記以外に､大阪府労働部次長安藤廉政､同職業安

定課長吉本実､同課長補佐仲谷幾夫､同労働係長中村秀載､住友生命保険相互会社総務部長村上昭

の各氏が列席した｡

設　　立　　の　　許　　可

財団法人西成労働福祉センターの設立許可申請書は､昭和37年9月1日附をもって大阪府労働謡

を経由､労働大臣大橋武夫投売申請､昭和37年9月21日附､労勧省収職第1.320号をもって許可さ

れた｡添付書類の目録は次の通り｡

l･設立主叢書　2･財産目録　3.寄附申込書　4.財産の権利所属証明　5.施設及び運営経

費に関する措置　6.設立決議録勝本　7.割け行為　8.運営要綱　9設立後2年間の事業

計画及び収支予算　10.設立代表者の権限証明　11.役員の就任承諾書､殿歴書及び公務員の

兼職承認写

匡　記l
財団法人西成)J'iI福祉センターの登記(大阪法務局)額溜和37年10月22日完了した｡

無料の輯業紹介事業許可

本財田寄附行為による､主たる事業~こある無料の搬業組介非業の詳細こついて､昭和37年9月24

日､大阪府高柳蹄を通じ､労励大臣に申請､酷=9月28輔,上方勧省収職第1.420-号をもって､同

年10月1日より実施することを許可されたー

添付書類!,ま次J-'通り｡

1.寄附行-,'i　2業務運営規定　3尺憂者のT,i)淫丁†及'})ゴ細馴二　4 I(:)I_liのち雄三宮放し､

住民発赤票抄本　　5.支出予算及掠]源辞IF　　6.聞蔓目録　　7,局-I_[7-riiI.呈､甜I.'r｡,状況

8草葉計画　　9運営要綱　10そ,)他の-多孝資料

藷園園麗

名　与　役　員

大　阪　府　知　事

会　　　長　左　　頼　　義　　詮

大阪府　副　知　事

副　会　長　田　　中　　椿　　-

同

園

顧

同

同

園

同

●　　同

園

引●

大阪荷副　知　事

高　　田　　敏　　一

大　破　市　助　模

大　阪　市　長

上　官　学　園　長

同　　　小　　林　　大　　殿

株式会社　駒井鉄工所社長

同　　　　駒　　井　　英　　二

毎日新聞社罵窃取締役

同　　　坂　　田　　勝　　郎

韮塞新聞社副社長

岡　　　沢　村　議'夫

株式会社　辰己両会社長

岡　　　四　　宮　　患　　蔵

株式会社　毀高祖社長

闊　中　　馬　　　　馨　　　　　　同　　　銭　　高　　輝　　之

大阪府露会議長

大阪市議会課長

大阪晴公安委員長

春　　日　　　　　弘

大｢和''1-工会~''.所奈_-,I

小田原　　大　　道

四　天　王　寺賃玉

出　　日　　常　　順

天　理　永　頭　注

中　　山　　正　　善

理事及び監事

住友:,領置定相互会社社長

理　事　長　声　　主　　家　　三

専務理事　松　　尾　　耗　　難

株式会社　大杯粗社真

理　　　事　大　　林　　芳　　郎

大坂読売新曲社中~諏紺‡

同　　　栗　　山　　利　　男

一掠邑運輸株式会社社員

間　　　鴻　　池　　藤　　一

大政晴立社会事業短期大学長

岡　　　橋　　爪　　恭　　一

社会祷祉法人四里芋国連軍長

岡　　　林　　　　　文　　雄

作　　　　　　家

同　　　藤　　沢　　桓　　夫

朝日新聞社JT(紳異

同　　　益　　田　　豊　　彦

天理教大阪敏区長

同　　　棲　　永　　義　　通

宝　　　開　　　家

同　　　村　　山　　リ　　ウ

大阪府労働部長

監　　　事　寒　　川　　喜　　一

大阪商工会議所専韓理事

岡　　　里　　井　　達三良

大阪府民生部長

橋　　定　　家一郎

大阪市民it三局長

松　　本　　幸三郎



理　事　会

第1回理事会は次の通り行われた｡

日　時　昭和37年10月26日(金)午後2時30分一千後4時

会　場　住友生命保険桓互会社､ 5階会議室(大阪庫ヒ区中之島2丁目16番地)

理事出席者

芦田秦三､大林芳郎､栗山利男､鴻池藤一､小林大鼓､駒井英二､坂田務邸､沢村義夫､田宮虫

蔵､橋爪恭一､林文韓､松尾駐韓

(16名車12名出棺) (代理を含む)

監事出席者

寒l順一､里非違三良､福定家一郎(4名車3名曲勘

欠　　席　　者

理事･藤沢重夫･益田豊彦､松永襲道､村山ゾウ､監事･松本幸三郎　　委任状, 4通

議　　　　　事

芦田理-j･.長が議長となり､松尾専務理j･;?･洛議案の説明､組星監事より質問､意見の開効く

あって､次の議案を可決､決定した｡

第1号議案　財団法人設立､及び燕料の叢栄紹介車乗､条理雄の登記完了の報告､承認

第2号議案　　予算案の審議､承認

第3号議案　寄附行為一部変更及び基本金50-を100ノJFJに半額する件の富議､決定

第時議案　蝶灘方針の緑承認･舶棚の処醐責､艦規則､職鵡与猿(い　●

ずれも案)の承認

第5号議案　理事1名増員の件は､満堤一致で炎高輝之氏を推せん萎縮することを承認

譲二騒著名人に治世藤一､林文雄両氏を議長より按頼して散会した｡

銭高理事登記

新任理事城南韓之氏の理斗遼記.･=i軸37年11月14日完了した｡

;事　業　報　告

I　就労あっせんの事業

1.当センターが現在実施している紹介事業は､正規な意味での無料職業紹介迄には進んでおら

ず､求人､求職相方による相互選択方式のあっせん事業とみなさるべきであろう｡本事業は昭和36

年9月1日から､大阪席労腕前西成分室が施行していたものを､ 37年10月1日にセンター成立と同

時にうげっいたもので､次に表元する事業報告は､すべて分室時代からのものを掲載し､大方の参

考資料とすることにした｡

2.第1表(裏面)に掲げた就,)3 (あっせん)数は､一般民間の会社､ -Ij';楽所､工場その他によ

る日雇労務者の就労数であって､いわゆる飯場の数は入っていない｡

3.開始した36年9月の讃査息､不十分だったので同月の11､ 1町の二項目は不明のままこれから

除外した｡したがってlH､ Hの比率の項で相方合計して100%にならか､項もあることを諒承して

いただきたい｡ミその他ミの項肢一般の手伝い､運転助手などであるa

4　37年12月末現在､即ち滞16ケ月間の取扱件数(求人申込延件数)枝37,752件､就労人員i封5

2,927名(第一表)となり､これがあげた労賃の総合計は413.lil,669円(第3表)となっている｡

5.単位あたり労賃(ま業種､季節､時間等によって相違する｡最高は沿革荷役(港湾)の27年12

月におけるオーlン･ナイト(午前8時から翌朝5時頃迄)の2,400円､最任が同じ漑芋の36年4月

の定時で792門となっている｡ 700円台はこの月,+i(ナであとは定時850-950が普通｡海苔(船内

沿岸)運輸､土木､下請業とその全島二わ,たる16ケ月の平均).'賃は､定時925日､夜勤し夕方師事

から翌朝6時迄) 1.183口､ ,1-つし-ナイト2.01銅と'なっている⊃ (第2表)

6.当とンクーの紀ノ)膏'i_さは､何等かの逃出で同の職業安定:機関に登録してないもの.JJ:多い｡こ

れを啓蒙して､正鼻のI/一卜,二〇七ることと､さらに常用化を憲かること寮で/クーの王J'=Li事の

一つであるが､圏築七三証言もあって､現在迄登録を勧美し,た数は､約650名､常用的肩肘,こ転行せ

しめたもの約2,500名となっている,

以上,柵　訓練生をおくる

建議常用化を計る手段としての技能訓練､正式な用語でま､ ｢転職IE進訓練生｣の募集.'=､大阪

府で疎生二回行れて_53::･､当'=ンクーから､これを一実施している雪白訓練所(大阪専労冨宮筋産業訓

練謀)に,おくった,;+.窮者は次T,逼りてあるノ

昭和37年前期　　　交付　　40名　　　合嵩　18秦

条規　　　受付　　　6名　　　倉稔　　　44_I.

昭和38年前媚　　　受付　11名　　　合格　　　5名

訓簾の職種''ま塗装と配管ClJ二極で　資料こ実業対策事業結合適格者手張を有する40才末満つ男子

6ケ月の訓練期間申請i糠を麦,+,t一日､ニつき､ 510日の手当を支給するほか､各電力特典がある

が､本センターおらの希望者は予想''1.ニ少姿Jrである｡こ汀ま訓練所､,)ある守口,t･輯成,から遠一二と､

510日の手当だけt･l'ま､西成地域に.慕.する毎日の食Iii生活がかなりきめうくって,Jまいがとい'-)こと

が､その理由に挙げ-られてい,た.⊃

自　問　E


